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気象台から発表される警戒報の囲類と内容
■奴内零

．気触捕紐一門凪その他出愉気鮫についての情報を、具体的!こすみやかに兜虫し重す．
◎注広粗

○且牟塵迩裡一風や雨がひどく牡って被害鋲超こることが予紙される祖合,乙注四壱させる

ために発表されるもので次の三つに分けて発表する．．

m凪関1劃F報一風とiEが強く欺己．瓜が17～霞、/S位で雨も強く芯ること力z予想されろ
と匙

㈲強姐珪璽報一雨の心配はないが、風力麺《なる（17～鐸）ことが予想されるとき｡

㈹大雨医怠概一風は心配蝉､が、雨力徴(－日l己的100絶以上ｶﾒ予想されるとき．
Ｏ高潮産唖侭一台田野I己よって海面力β典常に玉Uくな、津波のように海水ｶﾊﾞ箆上に上ってく

ることが予想ざ⑪ろときに発表されろ．

Ｏ沌洩洋敦鞭一地圃Q等Iこより海水かB典浦に寛ぐなって隆上におしよせてくる二と鋲予想さ
れるときに発表されろ．

Ｏ猫面魂＆窪忍摘一大雨専による山閥れ、地すべり等によって災寓ｶﾇおこるおそれ鋲あるＨ１
合にその筒辛洋唾して行う子細

Ｏ波狸津竃担一風浪うねり等によって災宮が起こる鐙それbBある梱合}ごそのＨを注理して
行う予箱

◎苔■

Ｏ気象野細一暴風雨、竃雨等I己よって火彼寄力5起こると予想される渦合l已犯妄される、
これは次の＝つに分けられろ▽

(ｨ）暴風雨碑但一合､L等I邑より強し､墨田雨(大体lH速濟UTU/S以・上)が起二尋と．P銀されるとき
御大雨蜀個一別常な大雨が予想されるとき．

ｏ粛翻曹報一角風等による海面の風痢上界に閃する釘報．
ＯＨｔ波罰瓢一沖璽に関する啓鞭．

Ｏ埆面現故跡俄一大雨等による山刷れ、地すべり毎の地面現故に関する穂ia．
。波捜跡詞'-2,8、うねｂ等に田するBfiH．

◎魁臼用
。海トヰpH担一近海で11～17ｍﾉ8②国力8千mきれ、小型鯏舶の航f了が困融と思われる鯛合

その旨ぞ塵通して行う子Rn．
○iii上葡柧￣近海で17,ﾉ､以上の瓜が予想ざれ劇勉の航行bf困皿又Iさ勉険と思われる楓

合の盈祖．
◎米軍の兜喪する苦戒報
ＯＣ⑥ulBitiOnl･風速６０ノット陣、ﾉS）又はそれ以上の凪が】鏑間以内に形極するこ

懲鑪輝崖鑪潅（３）
二
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段
圃
届
旧
の
九
月
五
日
’
三
．
，

一
七
の
四
》

『
受
付
閲
始
（
法
第
五
四
の
三
）
一
一
、
補
充
遷
撃
人
鑑
痔
鍋
錨
叩
『

七
月
一
一
二
日
Ｉ
一
一
一
七
》
五
、
支
出
責
任
希
届
出
の
受
付
一
立
把
対
す
る
安
貝
決
定
に
対
・

で
知
充
選
挙
人
名
何
の
耀
冗
一
四
蛾
（
法
節
穴
ｏ
の
四
）
》
し
不
眠
出
解
し
た
梱
合
に
狛
一

囲
飴

【
八
月
二
○
日
’
一
七

け
ろ
遅
裁
の
判
決
段
終
ロ
｜

｜
晤
袖
充
逸
挙
人
名
簿
に
対
す
こ
、
補
充
選
挙
人
名
縛
縄
詔
巾
（
窪
鰯
一
七
の
四
）

垂
開
園
期
日
俗
示
の
最
終
同

一
、
当
団
人
の
氏
名
押
鳳
欧
及

九
月
一
八
日
十
一
二

二
。
不
在
技
鋼
の
投
票
躯
投
入

三甑》輕録》瘤蕊聿』”》一一》》》》瘤》一一》》当
一迦噸》配鴎』（統鍬三四一猩確誠函毎一四

年


